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ほとんどの人において3種類以上のヒトヘルペスウイルスが感染している。ヒトヘルペス

ウイルスは潜伏感染により生涯体内に残留し、主に免疫抑制患者や新生児において様々
な病態を引き起こす。例えばエプスタインバーウイルス (EBV) 及びカポジ肉腫ヘルペスウ
イルス(KSHV)は年間25万件のウイルス性発癌を引き起こす。神経病原性により、サイトメ
ガロウイルスやヘルペスウイルス6は発達傷害や多発性硬化症にも関連する。この潜伏

感染の維持、また免疫回避の理解が抗ウイルス療法の発展に必須である。我々は非コー
ドRNAがヘルペスウイルスの感染制御に重要であると仮定してその機能解析を行ってき

た。免疫回避能を持つウイルス性タンパク質の存在は知られていたが、それらタンパク
質そのものがヒトの獲得性免疫の刺激になってしまうため、そもそも抗原提示されない
RNAは宿主を制御するには理想的なウイルス因子となりうるからである。この仮説に適
合する例として、EBVの持つmicroRNAが感染細胞をヒトの免疫から保護する機構につい
ての研究、また新規遺伝子制御性RNAであるヒト環状RNA (circular RNA)がKSHVの潜伏感
染を制御する機構の解明 (Tagawa et al., PNAS, 2018, 2023) について俯瞰する。また、最
近の成果として、複数のヘルペスウイルスにより共通的に発現上昇するヒト環状RNA、ま
たインターフェロン誘導性環状RNAの同定についても報告する (Dremel and Tagawa et 
al., EMBO press, 2024)。さらに、ヒトのみならずウイルスの持つcircular RNAについての研
究についても紹介していく。
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